じゅしよ-つ 

天然の 岩 塊 や 樹梢 から も 建築の 様式に 関する 暗示 を 

受け取った とすれば、 子供の 積み 木 細工 も だれかに 何 

か の 参考になる 場合が な いと は 限らない。 

色彩 をぬ きにして 浮世絵と いう もの を 一 べんば らば 

らに ほごして しまう と、 そこに 残る もの は 黒白の さま 

ざまな 切片と いろいろの 形状 をした 曲線の 集団で ある。 

こうして ほごした 材料 を 一 つ 一 つ 取り出して 元の 紙の 

上に いろいろに 排列して みる。 すると そこにで きた も 

の は 未来派の 絵の ある ものの 写真と よく 似た ものが で 

きる だろうと 田 やつ。 

しかし そのような 排列の あらゆる 可能な 変化のう ち 



になる と、 問題が よほど 抽象的な ものに なり、 むしろ 

帰納的な 色彩 を 帯びて は 来る が、 しかし それだけ にい 

くら か 問題の 根本へ 近づいて 行きそう に 思われる。 

ともかくも このような 考え を 頭に おいて 浮世絵の 写 

真 を 見て 行く の も 一 つの おもしろい 実験に はなる だろ 

う。 そう 思って 私 は 試みに 手近な 書物の さし 絵 を片は 

しから 点検して 行った。 その 時に 心づ いた 事 を 後日の 

た めの 備忘録と して ここ に 書き止めて おきた いと 思う _ 

ことによると こんな 事 はもうと うに だれかが 言い ふる 

した 陳腐な 議論 かもしれ ない。 もしそう いう 文献に 通 

じ た 読者が あったら 教え を 請いたい と 思う ので ある。 



私の 調べて みたの は 主として 人物、 特に 女性 を 描い 

たもので ある。 しかし 以下に いうと ころの 命題の 大部 

分 は、 適当に 翻訳す る 事に よって 風景画に も 応用され 

るだろう と 思 つてい る。 

+4 ん てん 

浮世絵 の 画面に お け る 黒色 の 斑点と して 最も 重要な 

もの は 人物の 頭の 毛髪で ある。 これが ほとんど 浮世絵 

人物画の 焦点 あるいは 基調 をな す ものである。 試みに 

これらの 絵の 頭髪 を 薄色に してし まった としたら 絵の 

全部の 印象が 消滅す るよう に 私に は 思われる。 この 基 

調 をな す 黒斑に 対応す るた めに いろいろの 黒い ものが 



均衡 を 保って そのために かえって 複雑な 音楽 的の 美し 

さ を 高調して いる。 懐 月 堂の ふくれた 顔の 線 は 彼の 人 

物の 体軀 全体としての 線 や、 衣服の ふくらみの 曲線と 

な つ て 至る ところに 分布され て 豊かな 美し さ を 見せて 

いる。 

次に 重要な もの は 襟の 線で ある。 多くの場合に 数条 

の 並行した、 引き延ばされた S 字形と なって 現われて 

びん 

いる この 線 は、 鬢の 下端の 線な どと 目立った 対偶 をし 

ている。 そして 頭部の 線の 集団 全体 を 載せる 台の よう 

な 役目 をして いると 同時に、 全体の 支柱と なる からだ 

の 鉛直線に 無理な く 流れ込んで いる。 それが 下方に 



事に あり はしないだろう か。 

もし この 私の 最後の 考えが 正しい とすれば、 同じ 事 

がた とえば 彫刻 や 現代の 西洋画に も ある 程度まで 適用 

され はしないだろう か。 これ は 少なくとも 一顧に 値す 

る だけの 問題に はなる と 思う。 

私 は これらの 問題 をい つかもう 少し 立ち入って 考え 

てみたい と 思って いる。 この 一 編 はた だ 一 つの 予報の 

ような ものに 過ぎない 事 を 断 わ つ てお きたい。 

(大正 十二 年 一 月、 解放) 
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